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１．研究計画の概要 
北京の中国第一歴史档案館に所蔵されてい
る清代の档案資料を主として用いつつ、その
他の機関に存在する档案資料をも参照しな
がら、ユーラシア大陸中央部の乾燥・半乾燥
域における降水量変化等の環境変遷を、雪氷
コア解析や年輪解析などと組み合わせて復
元して、現在の状況と比較解析する。 
 
２．研究の進捗状況 
１）清代に档案資料を中央政府に送った各地
方政府の所在地において、降水観測と雨水の
地面への浸透深との観測を現地共同研究機
関へ依頼し観測を継続中である。 
 
２）それぞれの地域において人工的な降雨実
験を実施して、降水量と雨水の浸透深との関
係を観測した。その結果、降水強度などによ
らず相互に一定の関係があることが示唆さ
れ、国内外の学会で発表した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
降雨量と雨水浸透深との関係は降雨実験で
解析できたが、現地での観測結果との対応が
遅れている。しかし、上記データを生かした、
現地での気候変化を勘案した歴史データの
復元研究は予定通り進行している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
国内外の学会で発表した上述の成果の一部
は日本語や中国語、英語の三ヶ国語で論文等
として出版公表しているが、最終年度では、
現地観測データをも取り込むとともに、日本
語と英文による書籍としての出版に特に力

を入れる。 
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